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業績予想の修正に関するお知らせ 

平成２０年３月期中間期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）業績予想の修正：  

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年４月２６日の決算発表時に公表した業績予想のうち中間

期業績予想を次のとおり修正します。 

（１） 連 結          （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） １７０，０００ ３５，０００ ３４，０００ ２０，０００

今回修正予想（B） １７０，０００ ４３，０００ ４１，０００ ２０，０００

増減額  （B－A） ±０ ＋８，０００ ＋７，０００ ±０

増減率  （％） - ＋２２．９ ＋２０．６ -

前中間期実績 １６５，９８４ ４２，９６７ ４０，８５０ ２１，３２５

（２） 単 独          （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） １４５，０００ ３２，０００ ３２，０００ １８，０００

今回修正予想（B） １４７，０００ ４３，０００ ４４，０００ ２５，０００

増減額  （B－A） ＋２，０００ ＋１１，０００ ＋１２，０００ ＋７，０００

増減率  （％） ＋１．４ ＋３４．４ ＋３７．５ ＋３８．９

前中間期実績 １３２，８７６ ３９，５３６ ４０，０４９ ２４，４９７

 

<理 由> 

・ 生産性の改善が着実に進んでおり、ＣＲＴ用ガラスなどの収益悪化を吸収して営業利益、経常利
益ともに前回予想を上回る見込みです。 

・ 一方、去る９月２１日に公表しましたインドネシア子会社の解散に伴う特別損失と、ＣＲＴ用ガラス事
業について、厳しい事業環境を背景としたマレーシアおよび中国子会社の同ガラス生産設備に係

わる減損損失の追加計上を合わせ、ネットで３０億円余りの特別損失を織り込み、連結中間純利

益については前回予想並みに止まる見込みです。 

 

※ ご参考 
事業環境の変化が激しく、先行きの需要動向や価格動向をはじめ不透明な材料が重なるため、現

時点では通期業績予想は据え置くことにいたします。 

 以 上 


